
 

事 務 連 絡  

令和６年 10 月 11 日 

建設業団体の長 殿 

 

国土交通省不動産・建設経済局建設振興課長 

 

 

下請債権保全支援事業に係る手形の取扱いについて 

 

 

 下請債権保全支援事業については、下請建設企業等の債権を保全することにより連鎖倒産を防

止し、下請建設企業等の経営及び雇用の安定を図るため創設され、今日まで広く利用されてきた

ところです。 

 

今般、公正取引委員会及び中小企業庁において、長期手形が下請事業者の資金繰りの負担とな

っていることなどを踏まえ、手形期間が 60 日を超える手形を下請代金支払遅延等防止法（昭和 31 

年法律第 120 号）上の一般の金融機関による割引を受けることが困難であると認められる手形（以

下、「割引困難な手形」という。）に該当するおそれがあるものとして、本年 11 月１日以降に交付

される手形から指導の対象にすることとされるとともに、別紙「手形期間の短縮について」（令

和６年４月 30日付け国不建推第 10号）のとおり、建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）上の「割

引困難な手形」についても、本年 11 月１日以降に交付される手形期間が 60 日を超える手形は、

同法第 24条の６第３項が禁止する「割引困難な手形」に該当するとして、同項に違反するおそれ

があるものとすることとされました。 

 

 本事業においては、現在、手形期間が 120 日を超えない手形を債権の保証・買取の対象として

いるところですが、本事業における手形の取扱いについては、現時点でなお相当程度の手形の期

間が 60 日を超えて設定されていると見込まれること、本事業が、手形を受け取る側の下請建設企

業等の保護を目的としている事業であることを踏まえ、当面の間、従前の取扱いを継続すること

とします。 

ただし、手形期間の短縮については、支払原資が適切に確保されるようサプライチェーン全体

で取り組みを進める必要があることから、今後、本年 11月１日以降に交付された手形期間の設定

の状況を踏まえつつ、適切な時期において、本事業による保証・買取の対象とする手形の期間を

60 日以内とする予定であることについて申し添えます。 

 

貴団体におかれましては、上記の内容と合わせ、別紙「手形期間の短縮について」のとおり、

手形期間を 60日以内に短縮する、請負代金をできる限り現金とするなどの支払手段の適正化に努

めることについて、改めて、傘下会員への周知していただくよう、ご協力をお願いいたします。 

以 上 
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国不建推第１０号 

令和６年４月３０日 

 

建設業団体代表者 殿 

 

                      国土交通省不動産・建設経済局長 

                  （ 公 印 省 略 ） 

 

 

手形期間の短縮について 

 

特定建設業者は、建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２４条の６第３項の規

定により、自らが注文者となった建設工事の請負契約に係る下請代金の支払いについ

て、当該支払いを受ける下請負人が資本金４千万円未満の一般建設業の許可業者であ

る場合には、一般の金融機関による割引を受けることが困難であると認められる手形

（以下「割引困難な手形」という。）を交付してはならないとされています。 

 

この「割引困難な手形」の運用については、下請代金支払遅延等防止法（昭和３１

年法律第１２０号。以下「下請法」という。）における運用、すなわち手形期間が繊維

業にあっては９０日、その他の業種にあっては１２０日を超える手形を下請法上の

「割引困難な手形」に該当するおそれがあるものとして指導の対象としていることも

踏まえ、建設業法においても手形期間が１２０日を超える手形を「割引困難な手形」

として、同法第２４条の６第３項の禁止規定に違反するおそれがあるものとしている

ところです。 

 

今般、公正取引委員会及び中小企業庁において、長期手形が下請事業者の資金繰り

の負担となっていることなどを踏まえ、別紙１のとおり、運用の見直しを行い、手形

期間が６０日を超える手形を下請法上の「割引困難な手形」に該当するおそれがある

ものとして、本年１１月１日以降に交付される手形から指導の対象にするとされたと

ころです。 

 

これを受け、建設業法上の「割引困難な手形」についても、本年１１月１日以降に

交付される手形期間が６０日を超える手形は、同法第２４条の６第３項が禁止する

「割引困難な手形」に該当するとして、同項に違反するおそれがあるものとすること

にしました。 

また、この度の運用変更を踏まえ、「建設業法令遵守ガイドライン」を追って改正す

る予定です。 

 

morioka-h2ac
スタンプ



 
 

 
 

 

つきましては、貴団体におかれましては、傘下会員に対し、下記について周知して

いただくよう、ご協力をお願い致します。 

なお、手形期間の短縮は、支払原資が適切に確保されるようサプライチェーン全体

で取り組みを進める必要があることから、民間発注者団体あてに、別紙２のとおり、

通知していることを申し添えます。 

 

 

記 

 

 

１． 本年１１月１日以降、特定建設業者は、自らが注文者となった建設工事の請負契

約に係る下請代金の支払いにおいて、当該支払いを受ける下請負人が資本金４千

万円未満の一般建設業の許可業者である場合に６０日を超える手形期間の手形

を交付したときは、「割引困難な手形」を交付したものとして建設業法第２４条

の６第３項の規定に違反するおそれがあること 

 

２． 建設業法第２４条の６第３項の適用のない取引も含め、手形期間を６０日以内に

短縮する、下請代金の支払いをできる限り現金とするなど、サプライチェーン全

体で支払い手段の適正化に努めること 



20240423中庁第4号 

公取企第１５３号 

令和６年４月３０日 

関係事業者団体代表者 殿 

経済産業省 中小企業庁 

事業環境部長 山本 和徳 

（公印省略） 

公正取引委員会事務総局

官房審議官 向井 康二 

（公印省略） 

手形等のサイトの短縮への対応について 

公正取引委員会及び中小企業庁は、下請代金支払遅延等防止法（昭和３１年法律

第１２０号。以下「下請法」という。）に基づき、手形等（手形、一括決済方式又は

電子記録債権をいう。以下同じ。）のサイトについて、繊維業は９０日、その他の業

種については１２０日を「指導基準」として、これを超える長期のサイトの手形等

を「割引困難な手形（下請法第４条第２項第２号）」等に該当するおそれがあるとし

て指導してまいりました。 

その上で、長期のサイトの手形等が下請事業者の資金繰りの負担となっているこ

となどを踏まえ、令和３年３月には、おおむね３年以内を目途として、指導基準を

業種を問わず６０日に変更して、これを超える手形等を、「割引困難な手形」等に該

当するおそれがあるものとする運用の見直しについての検討を行う旨を公表しま

した。 

今般、改めて各業界の商慣行、金融情勢等を総合的に勘案して、指導基準を業種

を問わず６０日に変更する案について、意見公募手続を経た上で、本日、成案とし

て公表しました（別添）。今後は、令和６年１１月１日以降に交付された手形等につ

いて、新たな指導基準に基づき対応することとなります。 

指導基準の変更に伴い、手形等を振り出す事業者が、そのサイトを円滑に短縮す

るためには、自らが受け取る手形等のサイトが短縮されることが重要となります。 

そのため、下請法の対象とならない取引も含め、サプライチェーン全体でのサイ

ト短縮の取組や、手形等のサイトの短縮に取り組む事業者の資金繰りへの影響にも

配慮する必要があります。
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貴団体におかれましては、これらの取組を推進するため、傘下会員に対し、下記

を周知・要請いただくよう、御協力をお願いいたします。 

記 

【サプライチェーン全体での支払手段の適正化について】 

手形等のサイトを円滑に短縮するため、傘下会員に対し、以下を周知・要請する。 

１．サイトが６０日を超える手形等を下請法の割引困難な手形等に該当するおそれ

があるものとして指導の対象とする運用が、令和６年１１月１日から始まること。 

２．ファクタリング等の一括決済方式については、サイトを６０日以内とすること

に加え、引き続き、一括決済方式への加入は下請事業者の自由な意思によること

並びに親事業者、下請事業者及び金融機関の間の三者契約によることを徹底する

こと。 

３．下請法対象外の取引についても、手形等のサイトを６０日以内に短縮する、代

金の支払をできる限り現金によるものとするなど、サプライチェーン全体での支

払手段の適正化に努めること。とりわけ、建設工事、大型機器の製造など発注か

ら納品までの期間が長期にわたる取引においては、発注者は支払手段の適正化と

ともに、前払比率、期中払比率をできる限り高めるなど支払条件の改善に努める

こと。 

以上 



 

手形が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導基準の変更について 

 

令和 6 年 4 月 30 日付け官房審議官通知 

公正取引委員会事務総局官房審議官 

 

手形（下請代金支払遅延等防止法（昭和 31 年 6 月 1 日法律第 120 号）第 4 条第 2 項第 2 号

の手形をいう。以下同じ。）を下請代金の支払手段として用いる場合には、下請事業者の利益

を保護する観点から、昭和 41 年以降、業界の商慣行、金融情勢等を総合的に勘案して、ほぼ

妥当と認められる手形の交付日から手形の満期までの期間（以下「手形期間」という。）の基

準（以下「指導基準」という。）について、繊維業は 90 日、その他の業種は 120 日とし、親

事業者がこれを超える長期の手形を交付した場合、割引困難な手形に該当するおそれがある

として、その親事業者に対し、指導してきた。 

今般、改めて業界の商慣行、金融情勢等を総合的に勘案して、指導基準について、業種を

問わず 60 日とする。 

これに伴い、令和 6 年 11 月 1 日以降、親事業者が下請代金の支払手段として、手形期間が

60 日を超える長期の手形を交付した場合、割引困難な手形に該当するおそれがあるとして、

その親事業者に対し、指導されたい。 

 

   附 則（令和 6 年 4 月 30 日付け官房審議官通知） 

 （施行期日） 

第 1 条 この通知は、令和 6 年 11 月 1 日から施行する。 

 （経過措置） 

第 2 条 この通知の規定は、この通知の施行の日（以下「施行日」という。）以後に手形が下

請代金の支払手段として用いられる場合について適用し、同日前に手形が下請代金の支払

手段として用いられた場合については、なお従前の例による。 

 （一括決済方式が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針についての一部改

正） 

第 3 条 一括決済方式が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針について（昭

和 60 年 12 月 25 日取引部長通知。以下「一括決済方式指導方針」という。）を次のように

改正する。 

  「7」中、「120 日以内（繊維業の場合は 90 日以内）」を「60 日以内」に改める。 

 （一括決済方式指導方針の一部改正に伴う経過措置） 

第 4 条 前条の規定による改正後の一括決済方式指導方針「7」の規定は、施行日以後に一括

決済方式が下請代金の支払手段として用いられる場合について適用し、同日前に一括決済

方式が下請代金の支払手段として用いられた場合については、なお従前の例による。 

 （電子記録債権が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針についての一部改

正） 

第 5 条 電子記録債権が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針について（平

別添１ 



 

成 21 年 6 月 19 日取引部長通知。以下「電子記録債権指導方針」という。）の一部を次のよ

うに改正する。 

  「2 決済期間」中、「120 日以内（繊維業の場合は 90 日以内）」を「60 日以内」に改め

る。 

 （電子記録債権指導方針の一部改正に伴う経過措置） 

第 6 条 前条の規定による改正後の電子記録債権指導方針「2 決済期間」の規定は、施行日

以後に電子記録債権が下請代金の支払手段として用いられる場合について適用し、同日前

に電子記録債権が下請代金の支払手段として用いられた場合については、なお従前の例に

よる。 

 

 



 

一括決済方式が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針について 

 

（昭和 60 年 12 月 25 日取引部長通知） 

改正    平成 11 年 7 月 1 日取引部長通知 

改正 令和 6 年 4 月 30 日付け官房審議官通知 

公正取引委員会事務局取引部長 

 

一括決済方式（昭和 60 年 12 月 25 日付け事務局長通達第 13 号の「一括決済方式」をいう。）

を下請代金の支払手段として用いる場合には，下請事業者の利益を保護する観点から，親事業者

に対し，下記の事項を遵守し，かつ，３から９までに掲げる事項については一括決済方式に関す

る契約において明確にするよう指導されたい。 

 

記 

 

（加入の自由及び不利益変更の禁止） 

１ 一括決済方式への加入は，下請事業者の自由な意思によることとし， 

ア 加入した下請事業者に対し，支払条件を従来に比して実質的に不利となるよう変更しない

こと及び一括決済方式に変更することによって生じる費用を負担させないこと。 

イ 加入しない下請事業者に対し，これを理由として不当に取引の条件又は実施について不利な取扱

いをしないこと。 

（三者契約） 

２ 親事業者，下請事業者及び金融機関（組合員に対する事業資金の貸付けを行う中小企業等協

同組合及び商工組合を含む。）の間の三者契約（金融機関が複数となる契約を含む。）による

こと。 

（脱退の自由） 

３ 契約期間は１年以内とし，かつ，契約期間の中途においても相当の予告期間をおいて解約で

きるものとすること。 

なお，契約を自動更新とする場合には，当分の間，下請事業者に対して文書により更新の意思

の有無を確認すること。 

（手形の交付） 

４ 一括決済方式に加入した下請事業者が下請代金の一部につき手形による支払を希望する場合

には，手形により支払うこと。 

（親事業者の下請代金支払義務） 

５ 下請代金の支払期日に金融機関から一括決済方式により支払う下請代金の全額について下請

事業者が貸付け又は支払を受けられるものとし，下請事業者が当該金銭の貸付け又は支払を受

けられなくなったときは，自らその全額を支払うこと。 

別添２ 



 

（支払期日） 

６ 下請事業者が金融機関から下請代金の額に相当する金銭の貸付け又は支払を受けることがで

きることとする期間の始期は，親事業者が下請代金債権の担保差し入れ若しくは譲渡を承諾す

る期日又は金融機関が下請代金債務を親事業者と共に負うことを承諾する期日と一致するよう

にすること。 

（決済期間） 

７ 下請代金の支払期日から下請代金債権の額に相当する金銭を金融機関に支払う期日までの期

間（手形の交付日から手形の満期までの期間に相当）は，60 日以内とすること。 

（担保追徴の禁止等） 

８ 一括決済方式のうち債権譲渡担保方式により下請代金の支払を行う場合には，下請事業者が

当該下請代金債権以外のものを担保とする必要がないようにすること。当該貸付けに係る金銭

が預金として拘束されることのないようにすること。また，一括決済方式に係る下請事業者の

口座は，この方式専用のものとすること。 

（償還請求権の放棄） 

９ 一括決済方式のうちファクタリング方式及び併存的債務引受方式により下請代金の支払を行

う場合には，理由のいかんを問わず，金融機関が下請事業者に当該下請代金の額に相当する金

銭を支払った後にその返還を求めることのないようなものとすること。 

（決済状況の把握） 

10 公正取引委員会等の下請代金支払遅延等防止法第９条の規定に基づく調査に際し，一括決済

方式による下請代金の支払状況に関する報告をすることができるよう，金融機関からこれに関

する資料の提供を受けられるようにしておくこと。 

（貸付けが受けられる金融機関） 

11 債権譲渡担保方式による場合には，下請事業者が従来取引している金融機関からもこの方式

による貸付けが受けられるように配慮すること。 



 

電子記録債権が下請代金の支払手段として用いられる場合の指導方針について 

 

平成 21 年 6 月 19 日取引部長通知 

改正 令和 6 年 4 月 30 日付け官房審議官通知 

公正取引委員会事務総局取引部長 

 

電子記録債権（平成 21 年 6 月 19 日付け事務総長通達第 12 号の電子記録債権をいう。以下同

じ。）を下請代金の支払手段として用いる場合には，下請事業者の利益を保護する観点から，親事

業者に対し，下記の事項を遵守するよう指導されたい。 

 

記 

 

１ 電子記録債権の現金化 

電子記録債権の発生記録又は譲渡記録により下請代金の支払を受けた下請事業者が，金融機

関に当該電子記録債権についての譲渡記録をすることにより金銭の支払を確実に受けられるよ

うなものとすること。 

 

２ 決済期間 

下請代金の支払期日から電子記録債権の満期日（電子記録債権法第 16 条第１項第 2 号に規定

する支払期日をいう。）までの期間（手形の交付日から手形の満期までの期間に相当）は，60 日

以内とすること。 

 

３ 電子記録保証 

電子記録債権の譲渡記録により下請代金の支払を行う場合には，親事業者は当該電子記録債

権に電子記録保証（電子記録債権法第2条第9項に規定する電子記録保証をいう。）を付すこと。 

 

４ 不利益変更の禁止 

⑴ 支払手段を電子記録債権の発生記録又は譲渡記録による支払に変更する場合に，下請事業

者に対し支払条件を従来に比して実質的に不利となるよう変更しないこと。 

⑵ 電子記録債権に係る支払が行われる際に，下請事業者が利用する一般の金融機関の預金口

座を利用できないこととしないこと。 

 

５ 決済状況の把握 

公正取引委員会等の下請代金支払遅延等防止法第９条の規定に基づく調査に際し，電子記録

債権の発生記録又は譲渡記録による下請代金の支払状況に関する報告をすることができるよう，

金融機関及び電子債権記録機関からこれに関する資料の提供を受けられるようにしておくこと。 

 
 

別添３ 



国不建推第１１号 

令和６年４月３０日 

 

民間発注者団体代表者 殿 

 

            国土交通省不動産・建設経済局長 

                      （ 公 印 省 略 ） 

 

 

手形期間の短縮について 

 

 

今般、公正取引委員会及び中小企業庁が、別紙１のとおり、下請代金支払遅延等防

止法（昭和３１年法律第１２０号）の「割引困難な手形」の運用の見直しを行い、手

形期間が６０日を超える手形を「割引困難な手形」に該当するおそれがあるものとし

て、本年１１月１日以降に交付される手形から指導の対象にすることとされたところ

です。 

こうした対応を受け、建設業法第２４条の６第３項の「割引困難な手形」の運用に

ついても、本年１１月１日以降に手形期間が６０日を超える手形を交付した場合、「割

引困難な手形」を交付したものとして、同項に違反するおそれがある旨、別紙２のと

おり、建設業団体代表者あてに通知しています。 

 

元請事業者においては、建設工事の下請代金を手形により支払う場合、手形期間を

６０日以内に短縮することが求められますが、そのための支払原資が適切に確保され

るよう、発注者が元請事業者に請負代金を手形により支払うときは、同様に、手形期

間の短縮を図るなど、サプライチェーン全体で取組を進める必要があります。 

 

つきましては、別紙１の公正取引委員会及び中小企業庁の要請通知にもあるように、

発注者においては、手形期間を６０日以内に短縮する、請負代金をできる限り現金と

するなどの支払手段の適正化や、前払い比率、期中払い比率をできる限り高めるなど

発注条件の改善に取り組まれるよう、傘下会員への周知にご協力をお願いいたします。 

【別紙２】 
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